
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 １０月に入って急激に気温が下がり、秋の訪れを感じます。季節の変わり目、朝晩は冷
え込み、体調を崩しやすい時期ですので健康には十分ご留意ください。１０月６日（金）

に前期終業式を行い、今日から後期がスタートしました。学年の折り返し、新たな目標を
もって様々なことにチャレンジし、さらに大きく成長していくことを願っています。 
                               校長 杉田 信一 

みんなで力を合わせた運動会 
  
 晴天の運動会日和のもと、９月３０日（土）に令和５年度治田西小学校運動会を開催す
ることができました。早朝よりご参観いただきました保護者の皆様、誠にありがとうござ
いました。子どもたちは自分のめあてをもち、練習の時から一生懸命に競技に取り組む姿
が見られました。当日も自分の持っている力を存分に発揮できたことと思います。また、
競技以外でも応援リーダーや実行委員の仕事など、当日に至るまでの取組も含めてよく頑
張りました。運動会で得た経験を今後の活動に生かすことができるよう期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  令和５年１０月１０日 

 

ＮＯ．１４ 

 

児童数 ５０１名 
 

〈学校教育目標〉 仲間とともに 全力で学び、活動する治西っ子の育成 

○は  はきはき話し、こつこつ学ぶ子  ○る  ルールを守り、元気にあいさつする子 

  ○に  にこにこ笑顔で、仲良く活動する子  ○し  しんじ合い、互いに助け合う子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かけはし 
栗東市立治田西小学校 学校だより 

開会式 

1,2年 団体競技 3,4年 80ｍ走 5,6年 リレー 



学ぶ力の向上に向けて 
 

 学ぶ力とは、基礎的・基本的な知識・技能の定着を図るとともに、自ら課題を見つけ、

主体的に学習に取り組み、筋道を立てて

考えたり、情報を活用したり、学んだこ

とをわかりやすく自分の言葉で表現し

たりするなどの力です。 

本校では、子どもたちの学ぶ力の向上

のために、様々な取組を行っています。 

その取組の一つとして、算数科の学習を窓口に校内研究に取り組んでいます。校内研究の

主題は、「自分の考えに自信をもち、共に学び合う姿を引き出す授業づくり」です。学校に

おける学びの意義として、友だちと考えを伝え合うことで、自分の思いや考えが広がった

り、深まったりする点があります。授業の中で、自分の考えをペアやグループ、そして、

全体で交流する場を設け、お互いに高め合いながらそれぞれの学びを深めていきます。 

また、本年度の全国学力・学習状況調査の結果から、目的や意図に応じて話の内容を的

確に捉え、自分の考えをまとめたり、それをわかりやすく伝えたりする力や、問題文から

必要な情報を見出したり、試行錯誤しながら考えていく力に課題があると考えます。 

学ぶ力の向上や課題克服に向けて、以下の取組を行っていきたいと考えています。 

  
 また、学ぶ力向上のためには、家庭学習の習慣化も大切です。年度初めにお配りしてい

ます「家庭学習の手引き」を参考に家庭学習に取り組んでいただきますようお願いします。 

 

 

 

 

・校内研究の主題を踏まえて、どの子も学習に向かおうとする学習活動・学習課題の工

夫や、子ども同士をつなぐ交流の視点を明確にした場づくりを取り入れた授業づくり

を行っていきます。 

・子どもがじっくり考える自力解決の場を設けるとともに、集団解決の場で発表したり

自分の言葉で説明したりする機会をより多く作っていきます。 

・日々の学習の振り返りを教師がしっかりと見取ることで、子どもの理解度を把握し、

毎回の授業改善に生かしていきます。 

・読解力、表現力の基盤となる語彙力を高めることをねらいとした言語環境や読書活動

の工夫を行い、さまざまな言葉や文章に触れる機会を重視していきます。  

・語彙力や文章力（書く力）を身につけることをねらいとして、はるにしタイム（朝の

学習時間）に「書くこと」の学習を取り組んでいきます。 

学ぶ力の３要素 

○学んだ力（基礎的・基本的な知識・技能） 

○活かす力（思考力・判断力・表現力） 

○学ぶ意欲（主体的に学習に取り組む態度） 

 

 

おうちの方へのお願い 

（１）繰り返しの学習を家庭学習として取り組み、基礎的な学力の定着を図ります。 

お子さんへの声かけや確認をお願いします。 

（２）自分の考えを書いたり、まとめたり、発表したりするために読書は大切な活動

です。家庭でも読書に親しむ機会を作ってください。 

（３）ゲーム、スマートフォン、タブレット等の使用時間は、お子さんと話し合うな

ど、自発的に使用時間を制限できるように心がけさせてください。 

（４）子どもがいろいろなことにチャレンジできるよう、お子さんと会話する時間を

もち、考えをほめたり、認めたりする機会を作ってください。 

 


